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１．はじめに
現在，学校で働く教員の質保証とそのための改革が議論されている。中教審の報告「これからの学
校教育を担う教員の在り方について」（2014年 11月 6日）では，従来の大学での養成，教育委員会
での採用，教育委員会や学校単位での研修といった各所個別の取組みを改善し，今後は関係機関が協
力して養成・採用・研修を一体的に捉え，一貫性ある教員の養成・研修を実現することが改革の方向
性として示された。日本と同様にドイツでも教員養成の一体化についてはここ数年来，集中的に議論
されてきた。特に地理教育の分野に関しては，日本より先行しているといえる。
一般に大学・大学院の卒業と同時に教員免許状が授与され，教員になることのできる日本とは異な
り，ドイツでは大学での専門科学や教育学などの学修を通じた教員養成課程の後，授業力向上に向け
た試補（Referendariat）としての実践的な養成が待っている。これを修了し，国家試験に合格するこ
とで初めて教職への道が開ける。大学での養成は理論的養成，試補での養成は実践的養成と呼ばれ，
理論と実践が別々に扱われる点がドイツの教員養成の特色といえる。
しかし，日本と同様，教員の質保証の議論においてそのあり方が問われることとなり，一連の教員
養成改革は大学での理論的養成と試補での実践的養成を接続するよう要求した。こうした教員養成改
革の議論の中で，ドイツの地理教員の養成はどのように変化してきたのだろうか。
ドイツの地理教員養成に関する研究は，19世紀前半のディースターヴェークの教師教育論に関す
るドイツ教育史的研究（山崎 1981）があり，19世紀当初にはすでに地理教員にとっての巡検の必要
性が示されており興味深い。ただ，こうした教育史的研究の他に，特に近年のドイツ地理教員養成に
関するまとまった研究は管見の限りない。
そこで本稿では，近年の改革の影響を受けているドイツの地理教員の養成・研修に焦点をあて，そ
の現代的な課題と研究動向について整理する。その上で，地理教員養成研究への視座を獲得すること
を目的とする。
２．ドイツの教員養成の改革
2-1　2段階制教員養成
ドイツでは伝統的に 2段階制の教員養成制度がとられてきた（図 1）。大学での教員養成（学士・
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修士課程修了もしくは国家試験合格）が終わると，続いて 2年程度，試補生として学校で授業実践を
行いながら，教員養成ゼミナールで教科教育法等についての指導を受けるという試補勤務がある。試
補を修了し，（2度目の）国家試験に合格することでようやく教職採用への道が開かれる。こうした
大学での学術的・理論的養成と，試補での実践的養成という全く別の機関による 2段階での教員養成
がドイツの特徴である。最短 7年という長期にわたる教員養成により，教職に就いた時点ではすでに
「完成した教師」であり，レベルの高い教員が輩出されてきた。完成した教師にとって，研修とはそ
の本人の意思で受ける任意のものであるため，現職研修についてはこれまで関心が払われることはほ
とんどなかった（Applis & Fögele 2014）。
2‒2　教員養成制度改革の波
しかし 1990年代以降，移民の増加や学習支援の多様化など学校教育をとりまく環境の変化を背景
として，教員にはより一層の質的向上が求められるようになった。その結果，従来の分断された 2段
階養成に対して批判が寄せられ，相互の機関に連絡を持たせ，それぞれで扱う理論と実践という機能
を接続させるための改革が行われた。また，州によってはこれまで任意であった研修が義務化される
など，教員養成・試補・研修の 3段階を一貫した教員育成のあり方が問われ，改革が進められてきた
（渡邉・ノイマン 2010）。
こうした国内的な議論に加えて，1999年のボローニャ宣言による EU共通の高等教育制度枠組み
を導入したことで，高等教育機関における学位課程が学士・修士へと変更された。さらには，OECD
の PISA2000年調査が示したドイツの成績不振によって，教育界全体として改革を推進する雰囲気が
醸成された結果，改善策としての教科教育や教員養成に関するスタンダードが公刊されるなど，教員
養成改革は多方面から影響を受けた（図 2）。
図 1　ドイツの教員養成・研修の構造
図 2　近年の地理教員養成を取り巻く動向
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３．1990 年代以降のドイツ地理教育の流れとその教員養成への影響
3‒1　ライプツィヒ宣言
2000年代以降の教員養成改革における地理教員養成の在り方を明らかにする前に，その前段階の
動向について整理しておく必要がある。地球科学者のための研究推進組織であるアルフレートウェゲ
ナー財団は 1996年，アジェンダ 21，地理教育国際憲章（IGU-CGE 1992）と歩調を合わせ，持続可
能な地球を実現していくためには地球科学および地理学が重要であること，生徒や教員はこれらの知
識，資質を身につけるのに十分な教育機会が提供されていないこと，地理・地球科学の学習を教育政
策的課題として責任をもって必修化することなどの対処を教育政策担当機関に求めたライプツィヒ宣
言（Leipziger Erklärung zur Bedeutung der Geowissenschaften in Lehrerbildung und Schule: 「教員養
成と学校教育における地球科学の重要性に関するライプツィヒ宣言」）を公開した（Alfred-Wegener-
Stiftung 1996）。その中で教員養成については，地理学と地球科学を組み合わせて履修する機会を確
保することで，地理と地学のバランスの取れた教員を養成することを求めた。この宣言は，当時のド
イツの，環境の世紀や地球環境政策（Weizsäcker 1993）というフレーズに象徴されるような地球的
諸課題および地球科学への関心の高まりを反映したものであり，地理教員養成への改善要求の口火を
切った宣言といえる。
3‒2　ニュルンベルク宣言
ライプツィヒ宣言翌年の 1997年，ドイツ地理教員学会（VDS）はニュルンベルク宣言（Nürnberger 
Erklärung zur Lehrerausbildung: Empfehlungen zur Optimierung der Lehrerausbildung im Fach 
Geographie:「適正な地理教員養成に向けた勧告」）を公開した。この宣言はドイツ地理学会（DGfG）
との共催で行われた会議に基づいて作成された宣言であり，その目的は教員養成の第一段階と第二段
階のあいだの乖離を改善することであった。特に大学においては，教員志望者に高度に専門的な内
容・スキルを教える一方で，広範な人文地理・自然地理・地誌学についての基礎知識が欠如している
こと，地理学の統一的な学問的性質への理解が不足していること，人文地理と自然地理の横断を含む
領域横断的学習の不足，地生態学の視点の不足が課題とされた。地理科教育法の在り方については，
従来通り理論と実践の両面を重視すること，地理教育研究についての基礎を身につけさせること，環
境教育や異文化教育およびエクスカーションを扱うこと，教授学や心理学についても配慮すること，
教科教育学の単位数と実践を充実させることなどが要求された。こうした要求に基づきながら，各州
に対しては，大学と試補機関が地理のカリキュラムやスキル，最新の教育事情などについて意見交換
を行う機会を設けることを勧告した。
本宣言は教員養成の在り方について具体的に提言するとともに，その後の教員養成スタンダードや
ガイドラインと共通した認識を示している。このことから，ニュルンベルク宣言がその後のスタン
ダード等に影響を与える契機となったといえよう。
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3‒3　2000 年代の一貫した諸改革：ESDとコンピテンシー
ドイツの地理教育界における 2000年代以降の大きな潮流は，地理教育スタンダードとその中核に
位置付けられた ESD（Education for Sustainable Development）である。とりわけ，この 2つの潮流
の特色としては，領域横断性，コンピテンシー志向（Kompetenzorientiert）など共通する点が多く，
相互に連動しあいながら展開されてきた。そのため，教育目標から授業方法まで幅広い授業改革が必
要となり，地理教員に対しても大きな変革を迫った。とりわけ，地理教育スタンダード（DGfG 2010）
で挙げられたコンピテンシーのうち地理学とも深く関わる地理学知（Fachwissen），空間的オリエン
テーション，認識の獲得・方法を生徒に身につけさせるためには，教員自身がこれらコンピテンシー
を養成・研修段階を通じて身につけていることが前提とされている（Meyer 2011）。このように，地
理教育スタンダード自体は，生徒が身につけるべきコンピテンシーを規定したものであったが，それ
は間接的ながら教員の養成や研修の在り方に大きな影響を与えている。
3‒4　教員養成スタンダートとガイドライン
さらに，地理教育スタンダードの後には，地理教員の養成の在り方について直接影響を与える教
員養成スタンダードと，ドイツ地理学会による指針としての「ドイツの高等教育における地理教
員養成の枠組みガイドライン」（Rahmenvorgaben für die Lehrerausbildung im Fach Geographie an 
deutschen Universitäten und Hochschulen）が公刊されている（山本 2012）。常設文部大臣会議（KMK）
が公刊した教員養成スタンダードは，各高等教育機関の教員養成課程の評価に用いられていることか
ら強制力を持つものといえる。この教員養成スタンダードにおいて地理教員には，「自然地理的サブ
システムと人文地理的サブシステムおよび両サブシステムの相互作用によって構成される，高度な複
雑性を持つ動的なシステム」である地理圏（Geosphäre）を包括的に理解していること，またそれを
「コンピテンシー志向の授業として実践できること」が目標として定められている（KMK 2008）。
これに加えて，ドイツ地理学会が発表した教員養成ガイドライン（DGfG 2009）には強制力はない
ものの，教員養成スタンダードの執筆者たちがドイツ地理学会として著したものであり，内容的には
教員養成スタンダードの詳細版としての位置づけとなっている。特に，教員養成段階での地理圏の理
解の仕方については，自然地理学，人文地理学，地域地理学（Regional Geographie）といった多様
な領域を履修するとともに，それらは人間―環境相互作用という地理学特有の見方を育むための学習
でなければならないこと，また，地生態学が中核に据えられていることから，地理教育スタンダード
と同じく，自然地理学と人文地理学をサブシステムとして捉える視点が導入されている。そしてここ
でも，ESDの中核科目としての地理教育の在り方が強調されている（DGfG 2009）。
こうして地理教育スタンダードから始まる一連の地理教育スタンダード，地理教員スタンダード，
教員養成ガイドラインは共通する地理学観，地理教育観によって貫かれている。この一枚岩となった
地理教育・地理教員養成の改革動向は教員養成・研修に対して強い影響力を持っている。
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3‒5　諸改革が地理科教員の養成・研修に与えた影響
教員養成の諸改革の影響を挙げると，大学の教職課程では，地理科免許課程のスタンダード作成お
よびこれに基づく評価と認証，大学の養成段階での教育実践と教科教育法の履修の拡充および単位の
モジュール化，試補では，履修課程の過密化（約 2年分を 1.5年に圧縮），実習内容のスタンダード化，
など制度面の変更が挙げられる。また，研修に関しては，各地の研修センターにおいて地理教育スタ
ンダードの授業実践の方法についての講習が開講されたり，各地のドイツ地理教育学会地方部会と研
修センター共催による研修機会が提供されたりと内容面に関してスタンダードの影響がみられる。な
お，改革の中で教員養成センターが設置された大学も多いが，いまだ設置からの月日が浅く，その役
割はいまだ十分に発揮されてはいないといえる。
４．地理教員の養成・試補・研修に関する研究動向からみた課題
4‒1　地理科教員養成研究の動向
1970年代以降の地理科教員の養成・試補・研修に関わる研究論文数の推移（図 3）を見ると，2002
年を境として，教員研究に関わる論文数が増大している。その特色について端的にまとめると，2002
年以前は，例えば第三世界についての扱い方を論じた Schulze（1978）などのような，教員の地理学
的専門知識の向上を課題とした地理教員養成の内容論研究が主であった。他方，2002年以降は，一
般教育学や教育心理学の研究成果を土台としながら，地理教員の実態調査をそこに加味することで，
教員養成・研修における地理教員養成モデルの構築に関わる研究が増加傾向にある。
4‒2　大学での教員養成段階に関する研究
4‒2‒1　地理教員の発達に関する養成モデル
近年の地理教員養成モデルに関する研究には，Meyer（2011）と Hemmer & Uphues（2011）がある。
（本数）
（年）
図 3　地理教員養成研究に関する論文数（1976年から 2015年）
（論文は，地理学・地理教育の論文データバンク GEODOK（ニュルンベルク大学管理運営）に含まれ
る地理学専門誌および地理教育研究専門誌 Zeitschrift für Geographiedidaktik を対象として調査した）
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Meyer（2011）は，地理教育スタンダード（DGfG 2010）で挙げられている行動コンピテンシーに
着目し，大学での養成モデルについて以下の 2つのモデルの応用可能性を示唆している。1つ目は，
Shulman（2002）が提起した教師の知識発達過程モデルである学習テーブルを，教員の学習計画の作
成の場面において解釈し，パフォーマンスとアクションという行動コンピテンシーの位置づけを重視
した解釈モデルがありうることを示した。2つ目は，Baumer & Kunter（2006）のプロフェッショナ
ルな行動コンピテンシーモデルに依拠するかたちで，教科教育知，尊重・信念，動機づけ・自己調整
の 3つのカテゴリーについて検討した。とりわけ，教科教育知は，学校における地理教育の質的向上
や高等教育機関での地理教員養成と深く関わる内容である。しかし，教員の教科教育知の研究が進ん
でいる数学教育知の研究（COACTIV）などと比べ，地理教育研究では地理学知と地理教育知の関係
性について未だ整理されていない点が課題として挙げられており，COACTIVのモデルを一部解釈し
たものを提起するに留まっている（Meyer 2011）。
Meyer（2011）が行動コンピテンシーに着目したのに対して，Hemmer & Uphues（2011）は教員
が持つべきコンピテンシー全体を包括した理論的養成モデルを示している。このモデルでは，コンピ
テンシーの育成と診断がセットで示されていることや，教員養成の研修を含む 3段階を通じた育成が
構想されているといった点に特徴がある。とりわけ，教師のキャリア発達という観点から，大学での
理論的養成の限界を明確に示す一方，実践的省察家としての教員の在り方に基づき，研修までを射程
に含みモデル構築を試みている点が，これまでの地理教員養成研究とは大きく異なるといえる。この
モデルでは教育実習や地理教育的巡検が各学年時に配置されており，地理教育カリキュラム策定の際
の目安となりうる研究成果だが，地理学知についての言及が曖昧な点に課題が残されている。
4‒2‒2　地理教員に必要なコンピテンシー
上記のモデル研究は教師教育研究の影響を受容しながら進められた研究であるのに対し，Hellberg-
Rode et al.（2014）は ESDの潮流における教員養成研究を展開している。地理教育にとって ESDが
中心的課題であるということは，地理教員にとっては ESDの実践が必須課題であることを意味す
る。事実，ドイツ政府委員会も教員の ESD実践を中核的課題としている（Nationalkomitee 2013）。
Hellberg-Rode et al.（2014）は，ESDの重要性が認知されることになった 1992年のリオでの国連環
境開発会議から現在にかけて 20年以上が経過しているにも関わらず，いまだに十分な ESDの実践が
展開されていない現状は，教員のコンピテンシー不足に起因しているという作業仮説を立てた。その
上で，ESD実践のために教員が持つべきコンピテンシーについて検討している。ドイツ国内におい
て，コンピテンシー議論はすなわち ESDコンピテンシー議論として展開されてきた経緯から，ESD
をコンピテンシーの検討題材として設定したことは妥当である。両者には課題解決や行動志向といっ
た共通点が多い。また，コンピテンシーとは文脈適応型能力でもあるため，ドイツにおいては ESD
という文脈を採用することで，コンピテンシーを具体的な項目として示すことに成功している（ト
ランスファー 21 2012）。こうした利点をさらに活かすため，Hellberg-Rode et al.（2014）はドイツ国
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内での COACTIVなどの研究成果ではなく，EU内学校交流プロジェクトであるコメニウスプロジェ
クトで開発された，ESD教員のためのコンピテンシーの「ダイナミックモデル」（Sleurs 2008）を参
照モデルとして採用している。このモデルは，ESDのコンピテンシーとして重要な非持続可能な事
象の診断，判断，評価を行うためには，「システム思考」（Systemthinking）が専門知として必要であ
るという立場をとっている。これに基づき， 11人の ESD専門家によるデルフォイ法を通じて教員の
ESDコンピテンシーを精査した結果，1）生態系など生物的基礎知識に基づいた諸課題および諸事象
の理解，2）システム思考に基づいて複雑系，マルチパースペクティブ，領域横断性を扱う力，3）学
習者志向や開かれた学校などの学習環境アレンジメント力，が提起された。また，これら教員 ESD
コンピテンシーの大学での養成に際しては，各教科専門・教科教育の範囲内において ESDを扱うと
ともに，履修学年が上位になるにつれ領域横断的な取り組みや，複数教科での協働的なプロジェクト
を行うことが望ましいという結果となっている。今後は，これらの実践と検証を行うとともに，とり
わけ，システム思考が ESD授業の質の向上と関係するか否かについては，未だ検討の余地が残され
ている。
4‒2‒3　地理学の専門知に関する研究
教員養成課程において土壌学習の取り扱いを論じた Drieling（2005），実験の取り扱い方について
論じた Otto （2010），フィールドワークの実践的研究（Böling & Sachs 2007）など，近年でも，伝統
的な地理教員養成における内容論研究は継続されている。ただし，上述のようにモデルやコンピテン
シーの研究が多数展開されている昨今においては，モデルやコンピテンシーにおける専門知の意義や
役割について論じることや，地理教育でシステム思考が重視されていることから，地理学のシステム
に関する内容論についても論じることが求められる。
4‒3　試補段階に関する研究
試補段階での研究には，試補生と現職研修生とが共同で実験を行うことによる教育効果に関する研
究（Wilhelmi 2002）や，試補生への巡検指導の方法に関する実践的研究（Klein 2010）があるものの，
試補段階に関する研究は非常に少ない。実践力育成が課題である現代の教員養成において，試補での
具体的な教員能力育成の取り組みを明らかにしていくことが課題である。
なお，マインツ大学のWilhelmi教授によると，ラインラントプファルツ州など一部の州において
は，試補勤務期間が従来の 2年間から 1.5年へと半年短縮された。大学での教育実習が近年導入され
たことを合わせて考えると，こうした試補制度の変化については，大学と試補の相互連携，一貫性と
いう観点から検討していく必要がある。
4‒4　研修段階に着目した研究
研修についての研究は近年，著しい増加傾向にある。これは，教員養成改革によって一貫した教員
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養成・研修が求められるようになったことで，大学内に各種教員養成関係機関を連絡させる教職セン
ターが設置され，新たな教員養成講座の場が生じたという制度的な理由と，近年の改革によってこれ
までの授業をコンピテンシー志向の授業に革新的に切り替える必要性が生まれたという内容的な理由
とがあるといえる。教科教育学である地理教育研究の範囲においては，後者を契機とする研究が主で
ある。
Fögele & Mehren（2015）は，これまでその効果が不明であるにも関わらず，散発的に実施されて
きた研修の状況を鑑み，研修のもたらす効果を改めて検討した。その結果，研修の実施にあたっては
条件的特徴（時間，グループ規模，ゲスト招聘有無など），地理教育的特徴（カリキュラムに即した
内容，授業研究，研修計画への教員の参画など），活動的特徴（インプット，アウトプット，省察な
ど）の 3つのカテゴリーに配慮することで研修の向上にむけた条件を整えることができるとした。ま
た，研修研究が地理教育研究や研修の実施に対してもたらす利点についても整理している。
Applis & Fögele（2014）は，研修段階における判断・評価コンピテンシーの改善について検討して
いる。地理教育スタンダード（DGfG 2010）を含む各種の教育改革の波は，授業そのもののイノベー
ションを要求するものであるが，実際にはほとんどイノベーションが起こっていない。そのため，現
職研修が教員の授業改善に寄与できていないのではないかという疑義が生じた。こうした課題に対し
ては，教員の考え方の枠組みともいえる認識論的信念（epistemelogische Überzeugung）にその原因
の一端があると仮定し，研修を通じてその在り方を変容させることが重要であると考えた。そこで，
現職教員の認識論的信念の変化と判断・評価コンピテンシーの育成の関係性について教育学的，知識
社会学的に検討した。課題解決学習が地理教育においても主要な学習主題となって久しいが，教員の
なかには，いまだに伝統的な知の伝達の授業方式を踏襲し，課題解決学習に際しても地理学研究者に
よって予め準備された解決策に導こうとする知識注入的な地理授業ストラテジーが採られるケースが
散見される。この知識観の転換のためには，伝統的な知識観ともいえる加算的な地理の内容知理解と
対峙するとともに，現代的な地理教育の潮流である主題学習を，地理学の概念と思想の間に存立する
諸現象を扱う学習として捉えることの必要性が論じられている。
Horn & Schweizer（2015）は，コンピテンシー志向の授業についての教員アンケート調査を行い，
教員のコンピテンシーに対する認識の実態を検討している。まず，教員が考えるコンピテンシー志向
とは，課題解決，持続可能性に向けた行動，自律的な学習，方法・コミュニケーションのコンピテン
シーであることが示された。加えて，地理教育スタンダードのコンピテンシーに対する認識が低い教
員ほど，コンピテンシー志向への意識が弱いという関係性が明らかにされ，地理教育スタンダードと
コンピテンシーを両輪とする教職研修が必要であることを示唆している。
５．おわりに
本稿では，ドイツの地理教員の養成・研修の近年の動向について整理を行った。ドイツの近年の教
員養成は，1997年のドイツ地理教員学会によるニュルンベルク宣言を端緒としつつも，実際には教
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育諸改革の波，とりわけ地理教育スタンダード，教員養成スタンダードとガイドラインによって大き
く影響を受けた結果，変革したといえる。この一連の改革の影響を受け，地理教育研究では新たに教
師教育研究に基づく教員養成モデルの開発や，ESDとも関連する教員コンピテンシーについての議
論が立ち上がったところである。
ドイツの地理教員養成研究について各段階とコンピテンシーの観点から整理すると，大学での教員
養成段階では地理学知（Fachwissen）やそれと深く関わる行動コンピテンシーの養成に関する研究，
試補段階ではフィールドワークや実験など地理学のスキル・方法論的なコンピテンシーの研究，研修
段階では判断・評価コンピテンシーについての研究が主たる研究対象となっている。これらを単純に
加算的に推測すれば，地理学知，スキル・方法論，判断・評価といった地理教育スタンダードで掲げ
られたコンピテンシー群は，教員養成の各段階において段階別に重層的に養成する在り方も考えられ
る。教員養成段階毎のコンピテンシー養成の在り方については，ドイツ地理教育が想定する地理教員
養成モデルを考察する上でも今後，一つの見方として参考になるだろう。
また，ドイツの一連の教員養成制度改革は養成・試補・研修の 3段階を通じた，教職の実践力育成
を重視する方向に向かっている。その結果，各大学では教員養成課程における地理教授法の役割が増
加しているが，これは大学での教育実習（インターン）の機会が拡大したことに対応したものである。
教育実習などの実践志向科目の履修単位数の増加は，理論と実践の乖離の解消という面では非常に有
効である。しかしながら，相対的に地理学の専門知についての学修時間は減っていると考えられ，地
理教員の地理学的専門性の低下が危惧される。
同様に，課題解決的な授業が大学にも導入されることによって，体系だった地理学の学修機会が
以前と比較してどこまで確保されているのかも不明である。これまでドイツの教員は，教科の学問
的専門性の高さが評価されてきたが，一連の改革後にもその学問的専門性の質保障がなされうる
かどうかは，未だ十分に検討されていない。こうした大学における専門知については大学教授学
（Hochschullehre）への視座も包摂しつつ，教員志望者の基礎的な専門知の在り方についても検討す
る必要がある。
最後に日本とのかかわりでいえば，教育に革新を起こすべく取り組まれているドイツ地理教員研修
において，コンピテンシーや認識論的信念が論じられていることは日本の研修に対しても大きな示唆
を含んでいる。とりわけコンピテンシー志向の授業，具体的にいえばアクティブラーニングが求めら
れている現代においては，教員の学習環境を整える力が改めて問われている（Wahl 2013）。この課題
に応えるため，ドイツ地理教育研究者は，教育学の知見と教科専門の内容を架橋するという立場を自
認しながら研究を進めている。日本においても，地理教育研究者が教育学と地理学とを有機的に関係
づけながら，新たな学習教材の開発に加えて，学習環境の整備まで含めて考える必要があるのではな
いだろうか。
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